
令和５年度 大分県公立学校教頭会「第３回理事会研修会」講演

ＧＩＧＡスクール構想とその対応について

日時：令和5年9月12日（火曜日）９：３０～１１：００

場所：大分県 教育会館 ２０１

大分県教育庁教育デジタル改革室

指導主事 西元陽佑



本日の内容

１．国の動向 （なぜ、ＧＩＧＡスクールか）

２．県の現状と課題（令和和5年度 全国学力・学習状況調査の学校質問紙の結果）

３．県の施策 （方針・プラン等）

４．教頭とICT （教員のICT活用指導力の向上）



なぜ、ＧＩＧＡスクール構想なのか

Global and Innovation Gateway for All

「GIGA」

（全ての児童生徒のための世界につながる革新的な扉）

国の動向



OECD 生徒の学習到達度調査査（PISA2018）



日本の学校は、学習でのICTの使用頻度が低い



日本の子どもにとって、ICTは ・・・



ＧＩＧＡスクール構想の実現 令和元年12 月

国の動き（令和元年 ６月～）

・学校における高速大容量のネットワーク環境(校内ＬＡＮ)の整備を推進

・特に、義務教育段階において、令和５年度までに、全学年の児童生徒一人一人が
それぞれ端末を持ち、十分に活用できる環境の実現を目指す

○Society5.0
IoT、ビッグデータ、AI、ロボット等

○変化の激しい社会

○情報教育・ICT活用教育の遅れ

○情報活用能力、ICT活用指導力に課題

前倒し

GIGAスクール構想は、単なるコロナ対策ではない

時代の変化 子どもたち等の実態

令和2年2月非常事態宣言（コロナ） 学校が臨時休校へ
令和2年7月～令和3年3月頃に整備が加速度的に進んだ



○小学校プログラミング教育の必修化を含め、小・中・高を通じてプログラミング
教育を充実

小学校 文字入力など基本的な操作を習得 新たにプログラミング的思考を育成

中学校 技術・家庭科(技術分野)においてプログラミングに関する内容を充実

高校 共通必履修科目「情報I」を新設し、全ての生徒がプログラミング、ネットワーク
やデータベースの基礎等について学習

新学習指導要領における情報教育・ICT活用教育のポイント

小学校 2020      中学校 2021      高等学校 2022から全面実施

小・中・高 共通のポイント(総則)

○情報活用能力を言語能力と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と位置付け

○学習のICT環境整備とICTを活用した学習活動の充実を明記

小・中・高別のポイント(総則及び各教科等)



○各自治体によるサポート体制
･安定的なインターネットへの接続
･ICT支援員の配置（4校に1人）
･家庭の通信環境の支援

○ICT活用指導力の向上
･各自治体や各学校の研修や組織体制の充実
･指導者用端末の配備の充実
･効果的な活用事例の共有（授業での活用や端末持ち帰りの実践）
･先進技術の活用
･情報モラル教育の充実

今後のGIGAスクール構想のポイント

令和4年度末時点で全国の1812自治体のうち99.9％が整備完了
※未整備の2自治体も令和5年度内に整備完了予定

義務教育段階の１人１台端末の整備状況について

今後の主な課題



令和5年度 全国学力・学習状況調査（質問紙調査）の結果

大分県 小学校 66.4％ 前年比 13.9％↑ 全国平均 63.6％
中学校 66.1％ 前年比 8.1％↑ 全国平均 61.4％

大分県 小学校 21.1％ 前年比 13.3％↑ 全国平均 28.8％
中学校 26.3％ 前年比 9.5％↑ 全国平均 37.5％

大分県 小学校 19.8％ 前年比 4.6％↑ 全国平均 １5.9％
中学校 28.0％ 前年比 7.8％↑ 全国平均 15.7％

活用頻度や使用方法について、昨年度と比べて上昇し、全国平均も上回る

毎日の持ち帰りについて、昨年度と比べて上昇するも全国平均は下回る

※１人１台端末（学習者用端末）を含むICT機器

※１人１台端末（学習者用端末）を含むICT機器

※１人１台端末（学習者用端末）



大分県の施策

令和5年度 大分県教育委員会の重点方針

ICT活用教育推進プラン2022

大分県公立学校教職員の人材育成方針



学校経営方針にGIGAスクールに
関係する言葉はどのくらいありますか？



大分県公立学校教職員の人材育成方針
令和５年３月 改訂 大分県教育委員会

なぜ改訂したのか？

令和４年８月に「公立の小学校等の校長及び教員としての資質の向上に関する
指標の策定に関する指針」が改正されたことに伴い、令和５年１月に「大分県公
立学校教員育成指標」を改訂し、同年３月に人材育成方針も改定した。

（国の指針で５つに整理された教師に共通的に求められる資質能力）

① 教職に必要な素養（使命・研究と修養）
② 学習指導（高い専門性と授業力）
③ 生徒指導（個に応じた指導や集団指導）
④ 特別な配慮や支援を必要とする子どもへの対応

⑤ ＩＣＴや情報・教育データの利活用
学校におけるＩＣＴの活用の意義を理解し、授業や校務等にＩＣＴを効果的に活用するとともに、
児童生徒等の情報活用能力を育成するための授業実践等を行うことができる。



大分県公立学校教職員の人材育成方針
令和５年３月 改訂 大分県教育委員会

どのように改訂したのか？ ～ 教諭について ～
※主にICTに係る部分について

ＩＣＴや情報・教育データの利活用（教諭等）

（第０ステージ）
ICT及び情報・教育データの利活用に関する目的の理解や知識・技術を獲得している。

（第１ステージ）
ICT及び情報・教育データの利活用した授業、生徒指導が実践できる。

（第２ステージ）
ICT及び情報・教育データの利活用した工夫ある授業、生徒指導が実践できる。

（第３ステージ）
ICT及び情報・教育データの利活用した授業、生徒指導について同僚に指導助言できる。



大分県公立学校教職員の人材育成方針
令和５年３月 改訂 大分県教育委員会

どのように改訂したのか？ ～ 管理職について ～
※主にICTに係る部分について

ＩＣＴや情報・教育データの利活用（管理職）

（教頭・副校長）
ICT及び情報・教育データを利活用し、改善すべき自校の課題を的確に把握・分析ができる。

（校長）
ICT及び情報・教育データの利活用について、ビジョンの策定及び体制の構築ができる。





校内の情報化推進リーダーとして

Global and Innovation Gateway for All

「GIGA」

※または、情報化推進リーダーをサポートする役割として

教頭とICT



動画の概要

（１）持ち帰り
・自主的な活動が増えてきた。
・学級通信や学級新聞を家で、作ってくる児童。
・歌声伴奏の動画を作成。⇒ 他の児童にも、家庭練習を呼びかける。

（２）ハイブリッド宿題
・例えば、動画を見て、スライドにまとめる。
・自身の学びや活動を動画で振り返り、シート等にまとめる。
・家庭学習と授業を結びつけた宿題（反転的な取組）

（３）授業設計の考え方
・友だちと関わる時間を増やすため、個人で考えをまとめたり、個人で

スライドを作ったり等、家庭でできることは家庭学習で行う。
・充実した交流を通して、考えを深める授業に変わってきた。

静岡市の小学校の持ち帰り事例 YouTube動画

『クラウド・１人１台端末の持ち帰りで変わる家庭学習』
https://www.youtube.com/watch?v=a3dwHzH0Sb8



静岡市の端末持ち帰り（概要）

○令和３年度から端末の導入
⇒Wi-Fi環境がない家庭に市教委からモバイルルータ

を貸し出し、全家庭の環境を整えることを先に実施

○令和３年度に、１学校につき、１クラスは必ず持ち帰り
をさせ、オンラインによる学習支援を実施することを義
務付け、その成果を学校内で共有させた。

○令和３年９月に全小中学校（小３以上）で持ち帰りを実
施するよう通知。

⇒目的は「学びの連続性」「子供の主体的な学び」

○１・２年生は令和５年度の4月から実施予定

＜静岡市の持ち帰りのコンセプト＞



サポーター
派遣

募集

応募

委託
ＩＣＴ教育サポーター育成プラットフォーム大分

県教委

大学等
卒業者

大分県移住
希望者

県内ＩＴ企業
社員

ＩＴスキルの
ある社会人

〔サポーター対象者〕

（県立学校）

○基盤的研修
セキュリティポリシー、情報モラル等

○授業支援研修
機器・ソフト(アプリ)の理解、教材等作成

○校務支援研修
校務支援システムの理解

○校内研修に関わる研修
研修実施方法、トラブル対応等

＜対象校＞
・全県立学校（高校、中学、特別支援） 計５８校

＜実施体制＞
・１校につき複数名のＩＣＴ教育サポーターがチームを組んで担当
・チームごとに、週１回（月４回程度）学校を訪問し、現場を支援

＜実施業務＞
・ＩＣＴに係る日常的な業務支援、学習支援
・オンライン会議等（遠隔授業含む）の機器操作支援
・校内研修会の実施

ＩＣＴ機器の操作支援 ⇒ ＩＣＴ活用指導力の向上 ⇒ サポート業務の高度化、効果的なＩＣＴ活用の実現

ＩＣＴ教育サポーター業務

〔フォローアップ研修〕

＜コーディネータ業務＞

・ＩＣＴ教育サポーターの募集、採用
・ＩＣＴ教育サポーター育成研修の企画、実施
・学校への周知、学校とＩＣＴ教育サポーターとのマッチング
・ＩＣＴ教育サポーターのチーム編成、派遣
・ＩＣＴ教育サポーターへのフォローアップ研修の実施

プラットフォーム業務

ＩＣＴ教育サポーター育成プラットフォーム

（支援内容）

ＩＣＴに係る日常的
な教職員の業務
支援、学習支援等



ICT活用授業＆探究ライブラリポータルサイト

○ICTを活用した優良事例を４４６件掲載（小７８・中３７・高５６・特支６６・探究的な学びの実践事例２０９）

○年齢・学年・教科など、ジャンルに応じてサイト内の絞り込み検索が可能
○アクセス数は開設約１年で４８０００件超
〇今後も新規事例、インタビュー記事、ショート動画などサイトの内容を充実させていく

○ICTを活用した優良授業の横展開を図るため、令和４年７月に開設し、
市町村・県立学校の好事例を収集・掲載。インタビュー動画も4本公開済。

○令和５年度は、好事例の蓄積に加え、ICT活用事例のショート動画8本を
公開予定。ショート動画は令和5年7月時点で4本を制作済。また、令和5年
9～3月にかけて、12本のインタビュー記事を掲載する。対象者は県内の教
育関係者（教員、ＩＣＴ支援員等）。 【ポータルサイト利用者（教員）の声】

○ICT機器やタブレット活用のイメー
ジがもてた

〇今後も各教科の好事例を増やして
ほしい

○研究会や授業参観での授業を考える
際に役に立った

「 大分 ICT ライブラリ 」で 検索



令和5年度 １人１台端末を活用した小・中学生プレゼンテーションコンテスト

【目的】 ・児童生徒の情報活用能力の育成
・教員のICT活用指導能力の向上

対象 ： 大分県内の全ての小・中学校

詳細は、教育デジタル改革室のホームページから！詳細は、教育デジタル改革室のホームページから！

令和4年度大会は244チームが予備審査にエントリーしました！

本格的な会場とプロの演出！ 最高のステージで最高の経験を！

「地域や学校の魅力発信」「総合的な学習で学んだこ
と！」「児童生徒から学校や社会に対する提案」など
テーマは自由です。

多くの学校からのエントリーをお待ちしています！

【小学校の部】 優勝 豊後大野市立菅尾小学校
準優勝 中津市立北部小学校

【中学校の部】 優勝 玖珠町立くす星翔中学校
準優勝 臼杵市立西中学校

（エントリー受付期間）
令和5年6月23日～11月２２日

（スライドデータ提出）※予備審査はスライド審査のみ
令和5年12月13日（水）まで

日時 ： 令和6年2月17日（土曜日）
１３：３０～１６：３０

場所 ： 大分県教育センター
出場 ： 予備審査を通過した小学校6チーム、

中学校6チーム


